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2010 年 8 月と 2011 年 7 月に低速飛行のための縮小機体であるオオワシ 1 号機がジェットエンジ











 暫定的な機体慣性諸元は，全長約 6.4 m，全幅約 2.4 m，胴体直径 0.3 m（一般部），離陸重量約
330 kg，着陸重量約 250 kg，主翼面積約 2.15 m2である． 
 着陸進入速度 180 km/h，進入角約 3 °，機体迎角 18 °という厳しい条件で無誘導でも確実な着陸
を実現する衝撃吸収脚が要求される．設計条件は， 
 ・機体が着陸時に安定した挙動を示すこと 
 ・着陸時の衝撃加速度が 6 G 以内に留まること 
 ・脚伸縮ストロークを 15 cm 以内に抑えること 
である．そこで，主脚について 
 (1) トラス型脚構造案 
 (2) 迎角に合わせて傾けた胴体固定型主脚構造案 
 (3) 迎角に合わせて傾けたトラス型主脚構造案 
を順次考案し設計した．首脚構造は各主脚案共通に脚柱 1 本構造と仮定した． 
 
３．ダイナミクス解析手法と機体モデル 
















ース条件が，水平速度 300 km/h，機体迎角 15 °と設定されていた．その後，着陸進入速度は 180 km/h































































Ixx   10.2 
Ixy    0.02 
Izx   10.9 
Ixy    0.02 
Iyy  597 
Izy    0 
Ixz   10.9 
Iyz    0 
Izz  599 
機体重心位置 機体先端から 4.2 [m]  














































 ３脚同時接地でない場合の初期ロール角の影響を検討するために，ピッチ角 18 °に固定して初
期ロール角をパラメータとして振った．本節以降の初期条件は，機体迎角 18 °，落下高さは重心



































図１１ 初期ロール角 1 °の場合の初期ピッチ角による機体加速度と部材力への影響 
 
６．まとめ 




初期ピッチ角は 10 °〜 18 °，初期ロール角は - 4 °〜 + 4 °の間であることがわかった．  
 
